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ぼくたちのパラダイス
アルノードは いつも ふねにのって うみを たびしているんだ。
ところがあるひ、おおきななみが アルノードのふねを のみこんじゃった。アルノードは う
みをともだちだ とおもっていたのに。
でも やったぁ！ アルノードのはなは ながかったから、たすかったんだ！
やがて アルノードは ちいさなちいさな しまにたどりついた。
アルノードは むかしのふなのりの うたをおもいだした。
「ひとり、ひとり、ぽつんとひとり、ひろいひろいうみで ひとりぼっち！」
またまた ラッキーなことに アルノードは ながいはなを トランペットにできる。「なにを 
うたってるの？」さかなさんが きいた。
「SOSさ。『たすけて』ってつたえているんだ。」とアルノードはそういった。けれど だ
れもたすけにこなかった。
アルノードが もういっかい しまを たんけんしていると、せんちょうのぼうしが ぷかぷかと 
ながれてきた。
アルノードがぼうしをかぶると すぐに、すいへいせんのうえに ちっぽけなふねを みつけ
た。
そのちっぽけなふねは ネズミくんのボートだったみたい。
やっと たすかった！
アルノードは、そこからたすかるために ちからいっぱいがんばった。
アルノードは、うみをたびしていたから たくさんのむすびかたを しっていたんだ。
やがて いぬのおじいさんが ふねにのって やってきた。
アルノードは、こんどは そっとのりこんだ。
しまった！ アルノードは またやっちゃった。
ふたりの たすけを かりて、アルノールは しまを ひろげはじめた。
つぎのひのあさ、いっせきのぎょせんが ぜんそくりょくで ちかづいてきた。
かなり めちゃくちゃに なっちゃった。
でも、みんな りくのうえに ぶじにあがれた。
アルノードは、こわれたふねを ぜんぶ やくだてる ほうほうを おもいついた。
おつきさまに てらされて みんなでおどった。
そして ひとばんじゅう くじらのうたを うたった。
すてきなうたは すぐに ひろまった！
すぐに みんなは アルノードのしまを めざした。
アルノードは とても かんげいしていた。 「いつでも へやが あまってるよ！」
でも、あるひ そらが どんよりとして、 かぜは びゅうびゅう ふいて、 うみは とても お
こっていて……
みんな アルノードを じっと みつめた。
そろそろ おうちに かえる？
「ちょっと まって。」 アルノードは いった。 「ぼくに もっと いいかんがえが あるよ。」




